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（２）アンケート結果・考察 

現在と整備前のまちを比較していただくと全ての

人が「良くなった」と答え、まちが大きく変わった

ことへの抵抗や一体感の喪失を感じる人も少なかっ

た。また、現在の中央一大通りで「良いと思うもの」

と「今後求めるもの」を尋ねた結果が図３である。 

図 3．良いと思うもの（左）と今後求めるもの（右）【複数回答】 

「歩道の歩きやすさ」「車道の広さ」「舗装のデザイ

ン」「段差の少なさ」「見晴らしのよさ」を多くの人

が良いと感じており、「横断のしやすさ」を求める意

見も少ないことから安全面や歩きやすさを含め道路

整備は特に評価されており、拡幅に対してもプラス

に捉えられていた。また、使いやすさが考慮された

建物のしつらえに対しては、「店先のひと休みできる

空間」が特に利用者から評価されていたほか、「店舗

のデザイン」も一定の評価がされていた。一方、今

後求めるものとして「一時駐輪スペース」「空地の広

場としての活用」「程よい賑わい」を求める意見が多

く、整備後のまちの使い方を検討し、賑わいの創出

にも努めていくことが今後必要である。 

また、新住民に対してのみ行った質問では沿道住

民と繋がりのある人は 1 割であり、まだコミュニテ

ィを形成できてはいなかった。しかし沿道住民と繋

がりを持ちたい人は 6 割存在し、顔合わせの場を求

めていた。また中央一大通りのイベントの参加意

欲・経験は共に 7 割あり、コミュニティ形成、賑わ

い創出のためにもイベントの開催が今後望まれる。 

５．総括 

本事業ではまちづくり会社、行政、大学といった

多主体が技術支援や情報提供などのサポートをし、

社会実験などのイメージ抽出の取り組みから詳細検

討にまで沿道住民が参加することで住民意見を反映

させたと分かった。議論では安全面など利用者や新

住民のことも考慮され、コミュニティ形成や賑わい

づくり、整備後のまちの使い方には課題を残すが、

道路整備を中心に利用者や新住民もおおむね整備に

満足している。本事業のように街路沿道一体型まち

づくりでは沿道住民がイメージを述べ、詳細部分に

も意見できる場を設け、行政や専門家などがサポー

トを行いながらあらゆる住民のことも意識したまち

づくりを行っていくことが重要であると考えられる。 
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表１ 個々の整備のまとめ 

 

整備内容 整備に至った理由 沿道住民の考え・意向 主な検討内容 沿道住民の関わり 整備結果

道路拡幅 避難道の確保
一体感を維持したい

歩行者が安全に使えるようにしたい

道路幅・分配案
自転車レーンの有無
右折レーンの有無

アイデアカードによる検討
模型や図面を用いた検討

社会実験への参加

右折レーンを両端に設け
自転車レーンは設けず

17ｍに拡幅（歩道：3.5ｍ～4.0ｍ）

道路整備
舗装 拡幅に伴う道路整備

温かみ・一体感が欲しい
段差をなくしたい（車いす目線）

排水面の考慮も必要

詳細パタンの検討
フルフラット化

舗装材

パターン・舗装材の比較検討
実物（ｻﾝﾌﾟﾙ）の取り寄せ

社会実験への参加

フルフラット化の実現
舗装整備の実施

街灯
車止め

フットライト
拡幅に伴う道路整備

まちをきれいに見せたい
温かみを演出したい
街並みをそろえたい

柔軟な使い方をしたい
安全性にも考慮したい

システム
配置・個数

デザイン・高さ

アイデアカードによる検討
製品・個数・配置の比較検討

街灯：18本設置
車止め：79本設置（一部脱着可）

フットライト：26本設置

沿道整備
店舗改修・建替

拡幅（区画整理）
の実施

統一感を持たせたい
お客さんが使いやすい

ようにしたい

デザイン・しつらえ
色彩

店舗内を見せるつくり

アイデアカードによる検討
個人の整備

店主からの進捗報告会
設計勉強会（全6回）

模型による検討

対象店舗（10店舗）の整備が終了

復興公営住宅の建設 居住機能の必要性
新しいコミュニティを形成したい
みんなが使える広場をつくりたい

外構・広場のデザイン
コミュニティ形成

図面や模型を用いた検討
アイデア投票

１階に広場・集会場が設置

おもてなしゾーン
（店舗をセットバック

した部分の活用）
歩きたくなる雰囲気づくり

お客さんが使いやすい
ようにしたい

セットバック部分の使い方

アイデアカードによる検討
個人の整備・進捗報告会
設計勉強会（全6回）

模型による検討

店舗改修に伴い整備
ベンチや看板の配置

まちかぐ
（ストリートファニチャー）

みちに賑わいを作る
まちを使うきっかけとなってほしい

統一感をもたせたい
それぞれ欲しいものを作りたい

デザイン・用途
レシピ化

ロゴの作成

模型製作への参加
個別ヒアリング（希望聴取）

店先にまちかぐを設置
模型・試作品による検討

まちかぐが一部完成
レシピが一部完成

ロゴの完成

ソフト面
イベント 魅力・賑わいを生み出す

コミュニティを形成したい
まちを使ってほしい

賑わいをもたらしたい

企画・配置検討
イベントの開催・報告

アイデアカードによる検討
イベントへの参加・協力・検討

（地域の学生の協力）

中央一大通り食堂の開催（2014年）
芋煮会の開催（2014年、2015年）

まちびらきの開催（2016年）

情報発信マップ 情報発信の必要性 中央一大通りのことを知ってほしい 記載内容・デザインの検討 情報提供・最終確認 石巻いろはの完成、配布

魅力的

にする
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まちづくりの多主体連携２

地域社会への波及３

まちづくり連携組織の結成４

草の根まちづくり１

重層的かつ多面的な展開
地域まちづくり

まちづくり
市民事業モデル

契機

・政策や計画
・官民共同事業
・地域再生
・復興

・ハード整備や再生
・まちづくり会社
・地域組織
・環境改善

②重要・必要性

・状況によって柔軟な変容に
   よる体制
・事業の連鎖
・組合事業との連携

・中間組織の役割
　育成、起業支援機能
　資金とマッチング
・中間支援機能
　地域プラットフォーム形成
　既存組織との連携
・ビジョン共有の場

ゲリラ等の
まちづくり

・地域への波及不足
・一過性
・長期計画との乖離
・他の事業連携不十分

①課題

ゲリラ的まちづくり

簡易的まちづくり

長期的目的を持った
短期的行動によるまちづくり

自発的まちづくりのおこり

プロジェクト連鎖による新たな地域まちづくり戦略の可能性に関する研究	 

−復興を契機とした石巻市中心市街地の活動を対象として−	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 15RA134	 	 	 牧野	 佳乃子	 

指導教員	 	 野原卓准教授	 	 高見沢実教授	 	 	 

	 

１.序章                    
1.1 研究の背景と目的 
近年、簡易的や短期的行動によるまちづくりや、ま

たは市民を主体とした連携組織等による自発的なまち

づくりが各地で行われている。しかしそれらは持続・

発展性の不足や、または行政による都市計画等の長期

計画を含めた事業間との連携不十分という課題があげ

られる。地域として総合力を発揮するためにはお互い

の特徴を活かしながら補完し合う環境や、連携を導く

等の地域まちづくり戦略が必要であると考えられる。 
宮城県石巻市では震災を契機に、行政や住民、民間

組織等の多主体によるまちづくりが同時並行に発生し

つつも共存し、緩やかに繋がりながら全体として一つ

のまちづくりを形成しており、新たな地域まちづくり

としての萌芽が伺える。そこで本研究では石巻におけ

るまちづくりの実態とそれらの連鎖の要因を明らかに

し、新たな地域まちづくり戦略の可能性を見いだす事

を目的とする。	 

1.2 既往研究と本研究の位置づけ 
	 石巻における震災契機のまちづくりの研究としては、

住民の情報共有の場と合意形成に着目したもの 1）や、

外部人材の居住実態や支援組織に着目したもの 2）があ

る。また地域まちづくりを先導している要因として人

材流動による多数の変化と、それを支える地域内空間

に着目したもの 3）がある。本研究では多主体によるま

ちづくりが共存関係とプロジェクトの連鎖によって大

きなまちづくりの方向性を形成している事に着目し、

その要因から地域まちづくり戦略の可能性を探る点で

新しいといえる。	 

1.3 研究の構成と研究方法 
	 ２章では従来の地域まちづくり動向と課題を示す。

３章では石巻におけるまちづくりを、計画・事業・活

動団体とその活動の３つの側面から調査分析する。	 

	 

	 

４・５章では３章から導いた２つの要素について考察	 

を行う。６章では石巻における地域まちづくりについ

て総括した上で、新たな地域まちづくり戦略の可能性

について考察する。	 

1.4 本研究における用語の定義 
本研究における用語の定義を以下の表に記す。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表１	 用語の定義	 

	 

２.従来の地域まちづくりと課題         
	 現在、協働や新しい公共をキーワードに自発的な地

域まちづくりが着目されている。そのようなまちづく

りとして地域課題等に対して起こすゲリラ的や簡易的

なまちづくり、または長期的目標をもちながら短期的

な行動によって行われるまちづくり※１等があげられ

る。これらの課題としては、①一部の盛り上がりで地

域に波及しない活動である事や行政による計画との乖

離、他の事業間の連携不十分等があげられている。 
 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図１	 地域まちづくりと課題	 

	 または住民主体の協働組織が行う自律したまちづく

りとして佐藤らが提唱するまちづくり市民事業※２等

があげられる。これらのまちづくりが地域へ波及しな

がら多面的展開を行う上で②中間組織・プラットフォ

ーム・ビジョン共有の重要性や、事業の連鎖や組合事

業とまちづくり活動の連携の必要性が指摘されている。 
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行政計画

地区まちづくり計画

住民等による
組合組織

石巻市

まんぼう

再開発事業

まちづくり検討案

デザインコード

有識者

事務局
協力 情報共有作成

作成

作成

作成

作成指針

反映

反映

創生協議会位置づけ

coworking!
＠isinomaki

富貴丁
公園

石巻立町
復興ふれあい商店街

IRORI
石巻2.0事務所

まんがる堂
まんぼう事務所

イトナブ
事務所合同会社

橋通り
COMMON

街カフェ
まちの本棚

巻組

復興バー 文化会館
アイトピア

かめ七カフェ

日和キッチン

カフェ「」

石ノ森萬画館

・内海道橋

・西内海道橋

旧石巻ハリストス
正教会教会堂

中瀬公園

新

新

水辺と緑の
プロムナード

中央二丁目11番
(生鮮マーケット等)

中央一丁目14・15番
市街地再開発事業中央一丁目

高齢者センター

土地区画整理事業

中央一丁目大通り
道路拡幅事業

中央一丁目2番
復興公営住宅

石巻小学校

永巌寺

つなぐ館

かんけい丸

中央三丁目1番地区
市街地再開発事業こどもセンター

らいつ

立町大通り
アーケード撤去兼整備

立町二丁目５番
市街地再開発事業

あきたや本邸

羽黒山鳥屋神社

市役所

石巻駅

病院

中央二丁目７番
優良建築物等整備事業

ささえあい
センター

新 東内海道橋・

防災センター

(中止)立町一丁目4・5番

(中止)中央二丁目３番

(中止)中央二丁目4番

日和が丘一丁目
復興公営住宅

やっぺす事務所

中央一丁目13番
復興公営住宅

N

0
20 100

150m

【凡例】

中止事業

地区まちづくり計画事業

既存

ハードのまちづくり活動

(

)

まちかぐ PJ
橋通り COMMON

ISHINOMAKI2.0

ハロウィン企画

富貴丁公園

( )

富貴丁スペタコペタ市

石巻に恋しちゃった

いしのまき市民活動
団体リスト 2015

地域起業支援事業

高校生百貨店

いしのまきカフェ「」

(

IRORI 石巻
コミュニティカフェ

かめ七

まちづくり手帖

NPO

「新しい東北」
先導モデル事業

復興応援隊

2.0 不動産

まちの本棚

いしのまき学校

復興 bar

STAND UP WEEK

石巻いろは

中央二丁目
11番地区中央一丁目土地

区画整理事業
協力

【凡例】
企画

反映・活用

協力

【凡例】
企画・共同

反映・活用

立町二丁目５番
( あす街 )

中央三丁目１番
( 石巻テラス )

中央二丁目
11 番

(生鮮マーケット等 )

中央二丁目
14・15 番

(リバーサイドMOTOMACHI)

中央二丁目７番
（COMICHI 石巻）

中央一丁目土地
区画整理事業

行政計画 立町通り
マンガロード整備

まちづくり手帖

街なか復興ビジョン

石巻街並みづくりの
道しるべ

川沿いまちづくり
計画案

３.中心市街地における事業や活動団体動向    
3.0 対象地概要と震災以降のまちづくり動向 
	 本研究は東日本大震災以降の宮城県石巻市の中心市

街地※３（以下、石巻）におけるまちづくりを対象とす

る。市街地では駅前・川沿い拠点整備、それらを繋ぐ

商店街における再開発事業によってまちの骨格再編が

行われている。またそれらと平行して、震災後顕在化

した課題を解決するために多主体による様々なまちづ

くり活動が盛んに行われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２	 中心市街地におけるまちづくり状況	 

3.1 創生協議会と地区まちづくり計画 
	 石巻において街並形成、公共や民間事業の協議調整

を行う事を目的にコンパクトシティいしのまき・街な

か創生協議会(以下、協議会)が2011年に発足し※４、(株)
街づくり会社まんぼう(以下、まんぼう)※５が事務局を
担っている。※６活動としては地域住民と有識者の議論

によるまちづくり指針の作成や、住民主体による再開

発事業を盛り込んだまちづくりの検討案を提案してい

る。検討案は中心市街地活性化基本計画等の行政計画

に大いに反映されており、このような民間主体の指針

を軸に官民双方の提案や事業のすり合わせによって地

区まちづくり計画(以下、計画)が行われている。 
 
 
 
 
 
 

図３	 地区まちづくり計画	 

	 この計画が一体的に推進されている背景としては、

協議会が作成した指針や検討案によって官民双方のビ

ジョン共有が図られ、また協議会が再開発等事業間の

情報共有を行うプラットフォームとしてそれらを調整

している事があげられる。 
3.2 地区まちづくり事業の動向 
	 再開発事業等は行政支援のもと設立したまちづくり

会社によって管理運営が行われており、それらの支援

としてまんぼうが出資や情報共有を行っている。また

まんぼうは協議会の事務局として全ての再開発事業に

関わりつつ、協議会の実働部隊としてまちづくり提案

や指針作りを作成している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４	 主な地区まちづくり事業及び事業主体相関図	 

	 以上より、まんぼうは協議会の事務局として地域を

俯瞰した計画的視点を持ちながら、事業間の調整を行

う中間組織としての役割が考えられる。また、協議会

がプラットフォームとして機能しつつ、まんぼうが実

働部隊であるという二者の関係性が明らかとなった。 
3.3 まちづくり活動団体と活動動向 
	 本研究ではまちづくり活動団体(以下、団体)として
計 1１団体※７を対象に研究を行った。またまちづくり
活動としてハードプロジェクト 23件、ソフトプロジ
ェクト 20件を調査し、団体とそれぞれのプロジェク
トの関係性を明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５	 主なまちづくり活動及び活動団体相関図	  
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【中央一丁目土地区画整理事業】

【特徴】 【効果】

以上より (一社)ISHINOMAKI2.0※８(以下、石巻 2.0)、
が多くのまちづくり活動を行っており新たなコンテン

ツづくり等の創造的な役割を担っている。またまんぼ

う、石巻 2.0は他団体の活動に対して協働や協力を行
い、(NPO)石巻復興支援ネットワーク※９(以下、やっぺ
す)は起業家支援事業を通じた活動支援を行っている。
これより３団体の中間組織としての役割が考えられる。

また他団体のプロジェクトを活用し自身の活動を行っ

ている事や、団体の枠組みを超え各々の能力を生かし

たプロジェクト支援や共同プロジェクトの存在からプ

ロジェクトをかすがいとした協働や繋がりが生まれて

いる事がわかった。 
3.4 計画やまちづくり活動等の繋がり 
	 ８団体へのヒアリングを行い、活動の連携や人の繋

がりを調査した。ヒアリングより中央一大通り区画整

理事業から派生したまちかぐプロジェクト※10や、やっ

ぺすの起業家支援事業のイベント等のプロジェクトを

きっかけとした新たなプロジェクト展開と人の繋がり

が生まれている事が明らかとなった。また協議会の総

会をきっかけに地域住民や活動団体の繋がりが生まれ

ている事から、協議会の地域住民と活動団体を繋ぐプ

ラットフォームとしての役割がわかった。 
４.３種類の中間組織と中間組織体制       
4.1 ３種類の中間組織とその特徴 
	 以上より明らかとなったまんぼう、石巻 2.0、やっ
ぺすの３団体の中間組織について、活動内容と地域ま

ちづくりにおける役割の２つの視点から考察する。以

下の表から活動内容としては調整・創造・支援の役割

で棲み分けされているが、地域まちづくり視点ではま

んぼうが協議会の実働部隊として活動し、かつ意図的

にプロジェクトによって計画とまちづくり活動を繋げ

ている事から地域の計画者としての役割があげられる。 

	 

表２	 ３種類の中間組織の分類分け	 

4.2 地域まちづくりにおける中間組織体制 
	 以上のように計画と調整、創造、支援の異なる３種

類の中間組織が役割分担しながら共存関係を築く事で、

ハレーションを起こさずに多様で活発なまちづくり活

動が行われていると考えられる。また協議会発行の指

針が大きな共通認識の醸成を行い、その細かなビジョ

ンの擦り合わせとしてまんぼうがプロジェクトを介し

て活動団体に共有しており、このプラットフォームと

計画的活動を行いながら他のまちづくり活動と連携調

整を行う計画型中間組織の体制が、まちづくりの方向

性を作る上で重要であると考えられる。 
５.連鎖を生むプロジェクト              
5.0 連鎖を生むプロジェクトの定義 
	 本研究では３章より明らかとなった、協働や連携の

繋ぎ役となりさらに新たなプロジェクトが生むプロジ

ェクトの事を「連鎖を生むプロジェクト」と表す。 
5.1 連鎖を生むソフトプロジェクト 
	 連鎖を生むプロジェクトのソフト事例としては、や

っぺすが行う起業家支援事業があげられる。事業のイ

ベントでの出会いから新たなプロジェクトが発生して

おり、支援業務だけでなく出会いの場の創出としても

協働を生む環境を支えている。また、やっぺすの行政

から委託されている公的な役割から生まれる安心感が

人を集める事に繋がり、より多くの人を巻き込みなが

ら協働による連鎖を生む事がわかった。 
5.2 連鎖を生むハードプロジェクト 
	 連鎖を生むプロジェクトのハード事例として、地区

まちづくり計画を契機とした中央一丁目土地区画整理

事業と、まちづくり活動である橋通り COMMON の
２事例から考察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７	 中央一丁目土地区画整理事業	 

まんぼう
調整・計画型

・市民と行政、団体間の繋ぎ役
・計画の事業の調整や協力
・地域課題解決のためのハードによる
　仮設的事業

ISHINOMAKI2.0
創造型

・外部人材の窓口や定着促進事業の実施
・地域の新たなコンテンツづくり
・リノベーション物件など建築能力等を
　いかした事業

やっぺす
支援型 ・既存地域資源の発掘と支援

・まちづくり活動団体への支援事業
・起業家支援事業

活動内容３種類の中間組織

・計画とまちづくり指針の作成や共有
・創生協議会 ( プラットフォーム) の事務局
・計画に繋げるまちづくり活動の実施

・プロジェクトや活動団体の増殖などの　
　地域内活動の活発化
・外部人材の流入などの新規資源の創出

企業、行政から活動団体、市民までの
広いネットワークをいかしたマッチング支援

地域まちづくりにおける役割
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図８	 橋通りCOMMON	 

	 以上より連鎖の要因としては形式張った組織として

連携体制を築くのではなく、各々の目的達成や力を発

揮することを目的にプロジェクトに参加する事で、積

極的な連携体制が築けると考えられる。また、連鎖を

生むプロジェクトの効果としては多くの人や団体が関

わり互いの能力を活かした協議を行う事で、相手の能

力や活動内容を知るきかっけとなり、思いがけない新

たな協働やプロジェクトに繋がりやすい事があげられ

る。更に計画とまちづくり活動の両方に関わる中間組

織が入る事で地域まちづくり視点が入り、計画事業と

まちづくり活動の双方を繋げながらプロジェクトの連

鎖を起こしている事がわかった。 
６.まとめ                      
6.1 石巻における地域まちづくり 
	 石巻では一括して先導する特定組織がない状況の中

で、(1)中間組織体制、(2)連鎖を生むプロジェクトの２
つが要因となってプロジェクト連鎖が起き、地域まち

づくりが形成されている。 
6.2 石巻における地域まちづくり戦略 
	 このプロジェクト連鎖の２つの要因を(1)-1 中間組
織とプラットフォームの関係性、(1)-2 ３種類の中間
組織体制、(2)-1 連鎖を生むプロジェクトによる連鎖
の３つの視点から地域まちづくり戦略としての可能性

を考察する。 
	 (1)-1 によって実践的な計画作成とビジョンの共有
が行われており、また、(2)-1によって積極的な連携や
思いがけない協働を生むことがわかった。これより従

来から指摘されていたそれらの重要性が再認識できた。 

	 よって本研究で新たに明らかとなった(1)-2 につい
て更に考察する。３種類の中間組織の性質の重要性は

既に指摘されているが、例えば創造型は自由に活動で

きる事が重要であるため、行政の計画的まちづくりと

乖離し、またその新規性に慣れない地域住民を取り残

してしまう課題を抱えていた。しかし３種類中間組織

がいる事で、調整・計画型が行政計画との連携調整を

行い、また支援型が見逃されやすい地域住民を拾い上

げるなどの補完が出来る。このように無理に一つの中

間組織が全ての機能を包括するのではなく、複数の中

間組織が分担して補完しあう事で、各々活発なまちづ

くりを失わずに特徴を活かしたプロジェクト連鎖を起

こせると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９	 ３種類の中間組織体制の意義	 

6.3 新たな地域まちづくり戦略の可能性 
	 石巻における地域まちづくりは現場での試行錯誤に

より行われていった。つまりあらかじめ策定されてい

た戦略はなく、状況に応じて生まれた結果論的なまち

づくりである。しかしプロジェクト連鎖によって地域

の総合力を活かした地域まちづくりが形成されている。

よってこのプロジェクト連鎖を担保する３つの要素を

体系化して戦略的に行っていく事が、従来の課題を解

決する新たな地域まちづくり戦略となる可能性が考え

られる。 
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